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1. はじめに
JCAM（JAAM 認 定 ア セ ッ ト

マネージャー）は、日本アセット
マネジメント協会（以下、JAAM
と略す。）が認定する民間資格の
一つで、アセットマネジメント（以
下、AM と略す。）の経験や実績
とともに、ISO 55000 シリーズの
理解や実務的な視点など、AM に
関する知識と力量を獲得している
ことを証明する資格であると理解
する。以前より、AM の力量に関
する資格については、CAMA（認
定アセットマネージャー国際検定
試験）が存在しているが、両者に
は以下のような明らかな違いがあ
ると考える。

JCAM：�AM の理解と実践経験
が必須

CAMA：�AM の理解と知識獲
得が必須

つ ま り JCAM は CAMA と 比
較して、より実務に根ざした経験

と力量が必要な建て付けとなって
いるものと思われ、AM が真価を
発揮するには、私見ながら JCAM
のような実務的な資格を持つ技術
者が、インフラメンテナンスの最
前線で活躍することが重要である
と思われる。

2. 志望の動機

私は社会に出て以来、一貫して
橋梁に関する業務に携わり技術者
としてのキャリアを積んできたが、
その中で獲得した既設橋梁の点検
や診断、耐震補強や補修・補強設
計、そして長寿命化修繕計画立案
などの、メンテナンスに関するス
キルを証明する資格が存在しない
ことに “モヤモヤ” とした気持ち
を抱いていた。

一方で、品質マネジメントシス
テムをはじめとする幾つかのマネ
ジメントシステムに関わる機会を
得て、ISO 50000 シリーズが企図

するマネジメントシステムとして
の奥深さや大いなる可能性を感じ、
橋梁のメンテナンスの現場で感じ
ていた多くの課題を解決するため
には、ISO 55000 シリーズの要求
事項をベースに構築したアセット
マネジメントシステム（以下、
AMS と略す。）による、メンテナ
ンスサイクルの確立が最も効果的
であるとの考えに至ったものであ
る。

その頃、タイミング良く JAAM
から JCAM の創設に関するアナ
ウンスがあり、自分の橋梁技術者
としてのキャリアから得た AM
に関する知識や知見を証明する機
会 を 得 た と 考 え た の が、 私 が
JCAM の受験を志した動機である。

3. 受験の準備

JCAM の 受 験 に あ た っ て は、
AM の実務経験が要件となってお
り、まずは自分が携わってきた業
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務の「棚卸し」が必須である。自
身の業務経歴を精査して、AM に
該当する業務をリスト化し、要件
となる経験年数を確保しているこ
とを確認する必要があるが、私は
この作業に意外に労力を要したこ
と を 記 憶 し て い る。 こ れ か ら
JCAM を目指す方は、日頃より
自身の業務経験を AM の観点で
整理し、記録しておくことを強く
お勧めする。

また、受験には事前に JAAM
が主催する「事前対策講習会」を
受講する必要がある。この講習会
では JCAM 試験合格に求められ
る 4 つの視点、①国際的視点（ISO 
55000 シリーズ全般）、②実務的
視点（ファイナンスや企業会計
等）、③実務的視点（確率・統計学、
リスクマネジメント）、④国内的
視点（AM に関する施策動向）の
多岐にわたる内容の解説がある。
特に企業会計をはじめとして、技
術者には馴染みのない内容も多い
ことから、受講後テキストを読み
返しながらしっかりと復習して、
合格に至るための知識を蓄えてお
くことが重要である。なお、この
講習会は試験事務局より受講案内
があるので、失念する恐れはない
が、幾つかの候補日から予定の合
う日程で受講しておく必要がある。

4. 試験対策

（1）試験のあらまし
試験の内容は、予め受験要項に

示される。現在は、私が受験した
ときと若干異なっているようだが、
概ね以下の通りであった。また、
私が実践した試験対策のポイント
を簡単ながら後述する。

【一次試験】
午前：選択問題（120 分）

午後：論述問題（120 分）
【二次試験】

面接（約 30 分）
（2）ISO 55000 シリーズの理解

一次試験の論述問題は、自身の
AM 実践業務の概要、ISO 55000
シリーズの 4 つの柱（「目標に対
する整合性」、「リスクマネジメン
トの実践」、「長期的・戦略的思考」、
及び「全体最適のための意思決
定」）のうち、1 つの側面につい
て振り返って課題分析を行うとと
もに、今後の自身がアセットマ
ネージャーとして課題にどう対処
するかを記述することが求められ
る。

よって試験に先立っては、ISO 
55000 シリーズの基本理念の理解
が不可欠であるといえるが、他の
マネジメントシステムと異なり、
AMS が対象とするアセットの概
念はかなり幅広く、私の場合は正
直規格箇条を読み込んでも、“ピ
ンとこない” ことが多々あった。
幸 い JAAM で は、ISO 55000 シ
リーズの規格箇条の理解に役立つ
セミナーを定期的に開催しており、
経験豊富な講師が規格箇条の文章
の行間を読み解きながら丁寧に解
説して頂く内容が中心となってい
ることから、これらのセミナーの
受講が受験準備に大変役立った。
ISO 55000 シリーズの規格箇条の
理解が心配な方は、自身の理解が
進むよう是非このような機会を活
用するのが良いと考える。

（3）論文の用意
論述試験では、自身の AM 業

務の振り返りが求められる。これ
は、単に維持管理に関わる実務経
験を証明するのではなく、ISO 
55000 シリーズの規格箇条の要求
事項を正確に理解し、メンテナン

スにおける一連のサイクルにおい
て、要求事項に対して自分がどの
ように理解してどのように対処し
た か を 事 前 に 整 理 し、AMS の
PDCA サイクルに自身がコミッ
トしたことを証明する必要がある。

そのためには、規格箇条と実務
の作業フェーズを紐付けて、要求
事項に対して「何が実現できた
か」、「何が実現できなかったか」
を整理するとともに、実現できな
かった課題をクリアにして、ア
セットマネージャーの立場で実現
に向けた方策を示すことが必須で
あり、この内容に沿った論文を予
め作成しておくことが重要である。
なお、先に述べた ISO 55000 シ
リーズの 4 つの柱のどの側面に関
する内容を求められるかは、試験
問題を目にするまで分からなかっ
たため、私の場合は 4 つの柱それ
ぞれに着目した 4 パターンの論文
案を事前に作成して備えた。

5. 試験当日の留意点

試験は、受験者の PC を Zoom
でつなげて、メール配信される試
験問題と答案用紙に解答を記載し、
メールで提出する形である。自身
が慣れた環境で受験ができる反面、
午前と午後に各々二時間程度の試
験に対応するため、時間的な猶予
はほとんどないと考えた方が良い。

午前の選択問題試験の解答用紙
は Excel で作成されており、解答
数のチェックの仕組みや、自信が
ない設問解答に対して再考のリマ
インドができる仕組みが備わって
いた。個人的な見解ではあるが、
正答の自信の有無にかかわらず解
答用紙を全て埋めてから、自信の
ない設問を再考するのが時間的な
制約を克服する近道と考える。ま



Asset Management Jounal

Asset Management Journal26

た、どうしても確信に至らない場
合には、実践経験に裏付けられた
“心の声” に素直に従うことをお
勧めする。

また午後の論述問題試験は、
120 分 間 で 2 つ の 設 問 に 対 し、
2,500 字程度で解答をまとめる必
要があり、こちらも時間的な余裕
はほぼなかった。論述問題の解答
用紙は横書き原稿用紙スタイルの
Word で作成されており、技術士
試験のそれと類似し、ある意味懐
かしさを感じた。私の場合は、ま
ず予め作成した論文案の構成を暗
記するようにして、それに基づき
解答用紙にタイプするようにして、
何とか時間内に解答を整えること
ができたと記憶している。

解答用紙を保存し、メールで事
務局に送付すると試験監督が受信
確認し、試験は終了となる。なお、
解答用紙にはパスワードが設定さ
れていたため、パスワードを記録
して残しておくか、改めて解答用
紙のパスワードを解除して自身の
PC に保存しないと、あとで開け
なくなってしまうため注意が必要
であった。論述試験で作成した論
文は、後の二次試験の面接時に内
容を問われるため、試験後にレ
ビューできるよう留意していただ
きたい。

そして、最後に「今後の試験」
の流れの説明があり、一次試験は
終了となる。

一次試験に合格すると、二次試
験の案内と面接のスケジューリン
グがある、面接は概ね 30 分で、
Zoom 上で複数の試験官から、自
身の AM に関する業務の確認、
ISO 55000 シリーズの理解の確認
と、選択問題の 4 つ視点に関する
知識の確認があり、最後に自身の

アセットマネージャーとしての展
望や AM の課題解決に対するサ
ジェスチョンを求められた。試験
官による質問は、非常に適切かつ
鋭敏であり、一次試験が終了した
からといって油断することなく、
論述試験の解答を精査し、4 つの
視点に関する知識のブラッシュ
アップを図ることが肝要であった。

私が一連の試験を通じて感じた
のは、JCAM として求められる
資質がとてもハイレベルなこと、
また、いかに AM を理解して技
術者として誠実に振る舞えるかを
問われていたことで、とてもハー
ドな試験であったことを今でも思
い出す。

6. 今後の展望や目標について

JCAM に合格して約 3 年が過ぎ、
早くも資格更新のお知らせが届く
時期になったが、八潮市の下水道
陥没事故等に代表されるインフラ
メンテナンスが抱える課題は、こ
の数年で解消されるどころか、悪
化をたどっているのでは？とも感
じる。一方で自分のこの 3 年間を
振り返ってみても、アセットマネー
ジャーとして効果的な活動が思う
ようにできていないことにジレン
マを感じているのも確かである。

現在我が国が置かれた状況は、
人口の減少や少子高齢化の急激な
進行、基幹産業の衰退などに起因
する、ネガティブな因子が目白押
しであり、「Trump2.0」に代表さ
れる不確実な国際状況の変化も鑑
みると、これから「大変革の時代」
が訪れることが、回避できない状
況であると理解できる。

一方で、先般 ISO 55000 と ISO 
55001 の定期改定がなされたこと
は記憶に新しいが、先に改定され

ている ISO 55002 とともに、規格
箇条の要求事項も、より実務的で
先進的な内容へと変革を遂げてお
り、我々が構築し運用してきた
AMS を、「AMS2.0」とも呼べる
新たなフェーズへアップデートす
ることが、今後より実践的なマネ
ジメントシステムとして活用する
ためには必要不可欠と考える。

ISO 55000 シリーズは英国規格
協会の PAS55 をルーツに持つ、
いわば “海外生まれ” の認証規格
であるが、その目的は複数のス
テークホルダ間の調整により資産
価値の最大化を実現し、社会全体
がその価値の恩恵にあずかること
を企図している。これは、奇しく
も日本に古来より受け継がれる

「三方よし」の理念に通じるもの
であり、我々日本人の道徳観や価
値観によく馴染む仕組みであると
確信する。「AMS2.0」を、世界が
共有する価値実現のためのツール
として機能させてゆくのは、この

「三方よし」の理念を受け継ぐ我々
JCAM の不断の努力にかかって
いるといっても過言ではないと感
じる。

今後 JAAM にはその司令塔と
して、JCAM が活躍する機運醸
成の役割を期待するとともに、今
回の私の JCAM 合格がその一助
となるよう願うものである。

最後に、本著が今後 JCAM を
志す皆さまの、お役に立てば幸い
である。
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